

























　　This work discusses the images of housemaids in homes of the urban middle class based 
on the novels by Nobuko Yoshiya, a novelist who was active for over half a century from 
the latter part of the Taisho Era until the period of high economic growth in the Showa 
Era.  Yoshiya left numerous works in the areas of stories for young girls and popular 
fiction, but the texts examined here are two full-length novels in magazines or newspapers: 
“Mittsu no Hana [Three Flowers]” (Shojo Kurabu, 1926) and “Otto no Teiso [A Husband’s 
Chastity]” (Tokyo-Nichinichi-Shimbun, Osaka-Mainichi-Shimbun, 1936-37).
　　These two novels both depict a cordial master and servant relationship between 
mistresses and their housemaids.  These depictions reflected the readership of the novels, i.e. 




Images of Housemaids from the End of the Taisho Era to the Pre-war 
Years of the Showa Era as Depicted in the Novels of Nobuko Yoshiya







both novels also deal with social issues of the time like “disuse of housemaids” and “night 
school attended by housemaids.” 
１．近・現代日本の小説と女中
１．１　『小さなおうち』にみる女中
　2010（平成 22）年 7月 15日，第 143回直木三十五賞の選考結果が発表された。受賞作は中島
















































































































































































































































































































































































































































































































 1 ）初出は『別冊文藝春秋』第 278号～第 285号，2009年である。







 7 ）「第 143回直木賞受賞！ 中島京子さんに聞く『小さなおうち』の原点（2）」新刊 JPニュース http//
www.sinkan.jp/mews/index 1337.html。
 8 ）近代日本の文学者，とくに男性文学者と女中との関わりについては，奥野健男『ねえやが消えて－－－演
劇的家庭論』河出書房新社，1991年，にくわしい。
 9 ）清水美知子『〈女中〉イメージの家庭文化史』世界思想社，2006年，3-4ページ。
10）由起しげ子『女中ッ子』は 1955年左幸子主演で『女中っ子』として映画化され，1972年には森昌子主
演『どんぐりッ子』としてリメイクされた。源氏鶏太『青空娘』は 1957年に若尾文子主演で公開され，
テレビドラマにもなっている。石坂洋次郎『風と樹と空と』は吉永小百合主演の日活映画として 1963
年に公開された。松本清張『熱い空気』は，1966年と 1979年，そして 1983年にテレビドラマとして放
映された。
11）加藤秀俊『文芸の社会学』PHP研究所（PHP文庫），1989年，8ページ。〔旧版（単行本）の刊行は
1979年〕
12）上野千鶴子は「文学作品は第一級の歴史・民俗資料と言ってよいが，これまで文学は作家主義と作品主
義とに阻まれて，そんなふうには読まれてこなかった。わたしの目からは，作家と作品を，時代の文脈
から自立させて論じるアプローチ自体が，『ザ文学』なるものを聖域化するディシプリンの陰謀としか
見えない」と述べている。『上野千鶴子が文学を社会学する』朝日新聞社，2000年，「あとがき」。
13）母・マサは娘の信子にも，昔ながらの婦徳精神をもって躾けようとした。読書好きの信子にマサが与え
吉屋信子の小説にみる大正末～昭和戦前期の女中像
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たのは，忍耐と服従の精神を説いた下田歌子の『家庭教育訓話』であったという。吉武輝子『女人 吉屋
信子』文藝春秋社，1982年，52ページ。
14）弥生美術館・内田静枝編『女學生手帖－－－大正・昭和　乙女らいふ』河出書房新社，2005年，4ページ。
15）「地の果てまで」は 120回の連載用で，四百数十枚の膨大な作品であった。賞金は 2000円。当時として
の破格の賞であり，賞金は現在の金額にすると 1000万円相当という。松本鶴雄編『作家の自伝 66　吉
屋信子』日本図書センター，1998年，274ページ。
16）清水澄子「新聞小説と女流文学」，長谷川泉・武田勝彦編『解釈と鑑賞 12月臨時増刊号　現代新聞小説
事典』（『国文学　解釈と鑑賞』第 42巻第 15号）1977年。
17）円本時代の一環である新潮社の現代長編小説全集の一冊に，「吉屋信子集」（「地の果てまで」［海の極み
まで」収録，1929年刊）が入り，その印税が 2万円であったという。『吉屋信子全集　第 12巻』，朝日
新聞社，1976年，555ページ。
18）吉屋信子のこうした活動は，戦争への協力と見なされても否定できない面があった。
19）1952（昭和 27）年に女流文学賞を受賞したさい，受賞を喜びつつも「それが『安宅家の人々』であった
のなら，なほうれし」と日記にしたたためたという。吉武輝子，前掲書，291ページ。
20）吉屋信子『三つの花：吉屋信子少女小説選④』ゆまに書房，2003年，3ページ。
21）『空の彼方へ』はのちに雑誌「主婦之友」に採用され，1927年 4月より連載が始まった。
22）吉屋信子，前掲書，3ページ。
23）吉屋信子，前掲書，11ページ。
24）吉屋信子，前掲書，3ページ。
25）吉屋信子，前掲書，4ページ。
26）『吉屋信子全集　第 5巻』朝日新聞社，1975年，461ページ。
27）吉屋信子，前掲書，462ページ。
28）『吉屋信子全集　第 5巻』朝日新聞社，1975年，5-6ページ。
29）作家・佐多稲子は，『良人の貞操』について次のように述べている。「『良人の貞操』が書かれたとき，
私などはこの題名に，はっとしたものだ。当時は，制度としても，貞操は妻に，女だけに関わるものであっ
て，貞操という言葉が夫に，男に結び付くことは社会の通念になかったときである。それをずばりと，“良
人の貞操”と現されたことは，吉屋さんの才気とともに，それは勇気であった。多くの女の胸の内に抱
えている燃ゆる炎を，ひとつの松明のようにかかげたことであった。それは女をはっとさせただけでな
く，男をもおどろかせたかもしれない」。「月報 1」『吉屋信子全集　第 5巻』1975年。
30）吉屋信子，前掲書，177ページ。
31）1937年 4月 3日付「東京日日新聞」は，「1日に初日の幕をあけた全新派の明治座，青年歌舞伎の第一
劇場，さては浅草の喜劇大衆劇，映画独占の日本劇場，すべて予想に違わぬ大当たり」と報じている。
また，小説のヒロインの名にちなんで「良人の貞操－邦子の唄へる」「良人の貞操－加代の唄へる」と
いう，吉屋信子作詞のレコードが発売され，万を超えるヒットとなった。吉屋のもとへは莫大な印税が
入り，彼女は数寄屋造りの豪邸を新築した。
32）吉屋信子『三つの花：吉屋信子少女小説選④』ゆまに書房，2003年，11ページ。
33）吉屋信子，前掲書，11ページ。
34）吉屋信子，前掲書，39ページ。
35）吉屋信子，前掲書，39ページ。
36）吉屋信子，前掲書，41-43ページ。
37）清水美知子，前掲書，20ページ。
38）幾代の許嫁に対する態度を姉妹の伯母・貞枝がけなしたさい，きよは「奥様，あんな御立派なお優しい
お嬢様に何故そんな悪口を仰ります」と顔を真っ赤にして詰め寄るシーンが出てくる。吉屋信子，前掲書，
201-202ページ。
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39）『吉屋信子全集　第 5巻』朝日新聞社，1975年，8ページ。
40）吉屋信子，前掲書，7ページ。
41）吉屋信子，前掲書，51-52ページ。
42）吉屋信子，前掲書，24ページ。
43）吉屋信子，前掲書，59ページ。
44）清水美知子，前掲書，118ページ。
45）吉屋信子，前掲書，112ページ。
46）「月報 1」『吉屋信子全集　第 5巻』1975年。
47）吉屋信子は，女中を主人公とした小説も書いている。「たまの話」『小さな花々』河出書房新社，2010年
（初出は「少女の友」1935年）。
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